
●
導
入
の
経
緯

マ
ラ
ウ
イ
政
府
は
二
○
○
三
年
一
二
月
に
一
村

一
品
運
動
（
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ
）
を
導
入
し
た
。
実
は
、

そ
の
公
式
な
導
入
に
至
る
ま
で
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と

大
分
県
が
約
一
○
年
を
費
や
し
て
い
た
。
そ
れ
は

た
と
え
ば
日
本
政
府
に
よ
る
招
聘
訪
日
ミ
ッ
シ
ョ

ン
へ
の
度
重
な
る
一
村
一
品
運
動
の
紹
介
や
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
招
聘
し
た
マ
ラ
ウ
イ
研
修
生
へ
の
一
村

一
品
運
動
の
紹
介
で
あ
っ
た
。
最
終
的
に
マ
ラ
ウ

イ
側
の
意
思
決
定
を
促
し
た
の
は
東
京
ア
フ
リ
カ

開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま

で
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
は
一
九
九
三
年
、
一
九
九
八
年
、

二
○
○
三
年
と
三
度
開
催
さ
れ
、
開
催
年
の
前
後

に
は
高
級
事
務
レ
ベ
ル
に
よ
る
準
備
会
合
が
開
催

さ
れ
て
お
り
、
各
々
に
マ
ラ
ウ
イ
政
府
は
積
極
的

に
参
加
を
続
け
て
き
た
。

と
り
わ
け
、
一
つ
の
契
機
だ
っ
た
と
言
え
る
の

は
第
一
回
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
開
催
直
後
の
一
九
九
三
年

一
一
月
、
在
京
外
交
団
と
し
て
大
分
県
を
訪
問
し

た
カ
ザ
ミ
ラ
在
京
マ
ラ
ウ
イ
大
使
が
一
村
一
品
運

動
に
強
い
関
心
を
持
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
る
。

そ
の
関
心
は
同
大
使
館
職
員
に
よ
っ
て
継
が
れ
、

在
京
大
使
館
で
は
大
分
の
一
村
一
品
運
動
に
関
す

る
調
査
が
続
け
ら
れ
た
。
在
京
大
使
館
職
員
の
強

い
関
心
に
後
押
し
さ
れ
、
一
九
九
七
年
一
二
月
に

は
招
聘
訪
問
中
の
ア
レ
ケ
バ
ン
ダ
農
業
灌
漑
大
臣

が
大
分
県
で
一
村
一
品
運
動
を
視
察
し
た
。
一
九

九
八
年
一
○
月
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
│

Ⅱ
に
は
前
回
同

様
に
財
務
大
臣
と
在
京
大
使
館
職
員
が
出
席
し
、

そ
こ
で
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ
へ
の
関
心
を
大
分
県
側
と
確
認

す
る
機
会
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
翌

一
九
九
八
年
一
一
月
に
は
大
分
県
自
身
に
よ
る
調

査
団
が
マ
ラ
ウ
イ
に
派
遣
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
経
過
を
み
て
も
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
が
大
分

と
マ
ラ
ウ
イ
を
繋
ぐ
機
会
を
作
っ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
最
終
的
に
は
二
○
○
三
年
九
月
の
Ｔ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｄ
│

Ⅲ
に
参
加
し
た
当
時
の
ム
ル
ジ
大
統
領

が
決
断
し
た
こ
と
で
同
年
一
一
月
に
は
発
足
の
た

め
の
全
国
大
会
が
、
一
二
月
に
は
事
務
局
が
設
置

さ
れ
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ
は
導
入
さ
れ
た
（
表
1
）。

●
地
域
振
興
と
貧
困
対
策

マ
ラ
ウ
イ
で
は
独
立
後
三
○
年
間
続
い
た
一
党

独
裁
政
権
が
よ
う
や
く
一
九
九
四
年
選
挙
で
複
数

政
党
制
へ
移
行
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
国
民
の
大

多
数
を
占
め
る
小
農
、
零
細
業
者
、
貧
困
層
の
対

策
が
政
治
的
な
課
題
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
状
況

改
善
を
め
ざ
し
て
、
た
と
え
ば
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
の
導
入
や
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
配
慮
な
ど
の
方

法
や
テ
ー
マ
が
国
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
、
次
々
と

開
発
の
中
心
議
題
に
置
か
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

そ
こ
に
維
持
さ
れ
て
い
る
中
央
主
導
型
の
政
策
で

は
、
い
か
に
援
助
国
が
多
額
の
資
金
を
注
入
し
よ

う
と
も
、
人
口
の
八
五
％
が
居
住
す
る
村
々
に
は

浸
透
し
に
く
い
状
況
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
マ
ラ
ウ
イ
で
は
貧
困
ラ
イ
ン
以
下
の
人

口
が
一
九
九
○
年
代
初
め
の
五
四
％
か
ら
二
○
○

四
年
に
は
六
五
％
へ
と
増
加
し
、
貧
困
状
況
は
む

し
ろ
悪
化
し
て
い
る
。
貧
困
の
多
く
が
村
々
に
集

中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
村
人
は
ど
の
よ

う
な
開
発
の
政
策
、
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
で
も
盲
目

的
に
受
け
入
れ
か
ね
な
い
。
追
い
込
ま
れ
、
貧
困

に
喘
い
で
い
る
そ
う
し
た
村
々
に
対
し
て
、
あ
ら

た
な
事
業
を
持
ち
込
む
こ
と
の
危
う
さ
は
、
十
分

に
事
業
の
意
味
が
理
解
さ
れ
ず
に
失
敗
し
た
組
織

も
少
な
く
な
い
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
例
か

ら
み
て
も
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
制

度
を
受
け
入
れ
る
環
境
も
整
っ
て
い
な
い
の
だ
が
、

地
方
分
権
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
地
方
行
政
と
地

方
政
治
の
場
が
地
域
の
貧
困
問
題
の
受
け
皿
と
し

て
の
役
割
を
担
う
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
中
央

マ
ラ
ウ
イ
に
お
け
る
一
村
一
品
運
動
の
導
入
と
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
し
て
の
役
割
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ン
セ
プ
ト
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
だ
よ
り
具
体
的
で

わ
か
り
や
す
い
も
の
で
あ
る
が
、
ロ
ー
カ
ル
で
の

一
次
産
品
開
発
の
イ
メ
ー
ジ
が
前
面
に
出
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
事
業
を
支
援
す
る
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
マ
ラ
ウ
イ
関
係
機
関
を
ま
じ
え
て
実
施
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ
ザ
イ
ン
・
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

（
Ｐ
Ｄ
Ｍ
）
に
よ
る
と
、
一
村
一
品
運
動
の
実
施

に
よ
っ
て
到
達
す
べ
き
最
終
目
標
は
、「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
通
じ
た
貧
困
削

減
を
達
成
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
到
達
す

る
た
め
の
上
位
目
標
と
し
て
は
、
各
グ
ル
ー
プ
の

生
産
事
業
の
発
展
と
地
域
資
源
で
比
較
優
位
の
あ

る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
重
層
性
は
二
つ
の
実

施
組
織
が
関
係
し
て
い
る
現
状
か
ら
す
る
と
、
当

然
の
結
果
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
裨

益
生
産
者
、
ひ
い
て
は
国
民
全
体
を
通
し
て
こ
の

重
層
性
を
わ
か
り
や
す
く
説
き
、
普
及
す
る
の
は

容
易
で
は
な
い
。
一
村
一
品
運
動
が
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ

る
開
発
援
助
事
業
で
あ
る
と
同
時
に
、
マ
ラ
ウ
イ

政
府
の
全
国
事
業
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
か
ら
に

は
、
地
域
ご
と
に
異
な
る
認
識
は
で
き
る
限
り
避

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
表
２
）。

一
村
一
品
運
動
の
よ
う
な
一
見
、
単
純
明
快
な

コ
ン
セ
プ
ト
は
誤
解
・
曲
解
さ
れ
や
す
く
、
ま
た
、

コ
ン
セ
プ
ト
の
一
部
だ
け
が
注
目
さ
れ
て
流
布
さ

れ
得
る
。
一
村
一
品
運
動
は
大
分
県
で
は
地
域
運

動
で
あ
っ
た
が
、
マ
ラ
ウ
イ
の
よ
う
に
一
次
産
品

開
発
の
現
場
で
導
入
さ
れ
る
な
ら
ば
、
運
動
の
成

果
は
ま
ず
、
至
近
の
目
標
の
達
成
状
況
、
つ
ま
り

ビ
ジ
ネ
ス
の
結
果
と
し
て
現
れ
う
る
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
村
人
の
評
価
は
運
動
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
な
く
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
結
果
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
運
命
を

背
負
っ
て
い
る
。

●
地
域
運
動
の
側
面

一
村
一
品
運
動
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
普
及
さ
せ
る

た
め
に
マ
ラ
ウ
イ
政
府
は
、
二
○
○
三
年
一
一
月

に
一
村
一
品
運
動
（
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ
）
全
国
大
会
を
実

施
し
、
そ
れ
以
来
、
新
聞
や
ラ
ジ
オ
を
使
い
、
ま

た
大
統
領
自
身
を
先
導
者
と
し
て
、
そ
の
発
言
の

機
会
を
活
用
し
て
普
及
を
進
め
て
き
た
。
Ｏ
Ｖ
Ｏ

Ｐ
事
務
局
で
も
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
普
及
の
た
め
に

全
国
で
県
知
事
や
県
開
発
局
長
、
普
及
局
長
な
ど

を
対
象
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
展
開
し
て
き
た
。 

た
だ
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
普
及
を
担
っ
て
い

る
の
は
、
一
次
的
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
地
域
振
興
研

修
に
参
加
し
て
日
本
の
地
域
振
興
を
学
習
し
て
き

た
十
数
名
の
グ
ル
ー
プ
と
、
大
統
領
や
高
級
事
務

レ
ベ
ル
な
ど
、
訪
日
の
機
会
に
一
村
一
品
を
視
察

し
た
、
一
握
り
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
限
ら
れ
た
情
報
源
と
伝
達
手
段
は
、
一
村
一
品

運
動
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
方
法
が
、
正
し
く
学
習
さ

れ
難
い
環
境
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
先
導
し
て
形
成
し
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
、
マ
ラ
ウ
イ
の

一
村
一
品
運
動
に
つ
い
て
の
概
念
を
形
成
す
る
原

型
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
（
表
３
）。

そ
も
そ
も
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ
事
務
局
の
策
定
し
た
一
村

一
品
運
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
中
で
は
、
そ
の
目
的

は
、「
地
域
資
源
を
活
用
し
つ
つ
、
最
貧
困
層
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
付
加
価
値
創
造
の
方
法
を
探

日本側 マラウイ側 サブサハラアフリカ
1993 東京アフリカ開発会議（TICAD）開催 ← 1993 在京マラウイ大使の大分視察
1997.3 マラウイを訪問した JICA 調査団が一村一

品運動について現地で言及
← 1997.1 マラウイ農業灌漑大臣の大分視察

1998.1 JICA 一村一品運動プロジェクト形成調査団
のマラウイ訪問

→

1998 TICAD 2 開催
1999.9 JICA 研修「地域振興」コースが大分で開催、

マラウイ研修生参加
←

2000.3 地域振興 JICA 専門家をマラウイに派遣 →
2002.1 JICA 主導で一村一品パイロット事業が始ま

る
→

2003 TICAD 3 開催 ← 2003.10 ムルジ・マラウイ大統領訪問
2003.1 マラウイ一村一品全国集会開催
2003.1 農業省に一村一品事務局設置
2004.2 「一村一品の戦略にかかわる方針書」と「一

村一品ガイドライン」を公表
2004.3 マラウイ政府による一村一品パイロット事

業が始まる
2005.1 JICA 主導のパイロット事業第 2 期が始まる → 2005 ウガンダで開催されたアフリカ農業改良会

議で発表。参加各国代表が多大な関心を寄
せる

2005.4 JICA 一村一品技術協力プロジェクト決定

表 1　マラウイ一村一品運動略史

（出所）筆者作成。

の
開
発
行
政
ば
か

り
で
な
く
地
方
の

行
政
や
政
治
ま
で

も
が
地
域
振
興
の

手
段
を
渇
望
し
て

い
る
状
況
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
マ
ラ
ウ
イ
に
、

こ
の
一
村
一
品
運

動
は
導
入
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

●
「
一
村
一

品
開
発
？
」

マ
ラ
ウ
イ
で
は
、

一
村
一
品
運
動

（
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ
）
は

「
小
規
模
農
民
グ

ル
ー
プ
を
対
象
に

マ
ラ
ウ
イ
農
林
水

産
物
を
利
用
し
た

加
工
技
術
の
普
及
、

品
質
改
善
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
能
力

向
上
を
図
り
、
マ

ラ
ウ
イ
産
品
の
付

加
価
値
向
上
を
目

指
す
」
も
の
と
定

義
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
地
域
振
興

や
地
方
開
発
の
コ

33 ─アジ研ワールド・トレンド No.137（2007．2）



究
し
て
い
く
」
と
さ
れ
、
そ
れ
は
「
地
域
住
民
が

問
題
を
分
析
・
解
決
し
、
持
続
的
な
地
域
開
発
を

進
め
ら
れ
る
力
を
つ
け
る
こ
と
」
で
あ
り
、「
地

域
住
民
の
誇
り
を
醸
成
す
る
も
の
」
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
て
、
そ
れ
は
手
段
で
は
な
く
運
動
で
あ
る

こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
マ
ラ
ウ
イ
政
府
に
よ
っ
て
二
○
○

三
年
一
一
月
に
事
業
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
約
二
年

間
で
こ
れ
ま
で
に
実
現
し
た
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
三
二
事
業
あ
る
。
こ
れ
ら
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

事
業
は
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
伝
播
を
担
っ

て
お
り
、
こ
の
地
域
振
興
コ
ン
セ
プ
ト
が
ど
の
よ

う
な
印
象
を
与
え
る
か
に
よ
っ
て
、
事
業
の
方
向

づ
け
が
決
ま
る
と
も
言
え
る
。
そ
こ
で
、
実
際
に

生
産
者
グ
ル
ー
プ
が
導
入
さ
れ
始
め
た
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ

を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
の
か
、
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ

の
事
業
と
し
て
融
資
を
受
け
て
い
る
約
二
○
の
グ

ル
ー
プ
を
対
象
に
二
○
○
五
年
一
一
月
に
面
談
調

査
を
実
施
し
た
。
そ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
初
期

の
、
コ
ン
セ
プ
ト
の
認
識
が
十
分
浸
透
し
て
い
な

い
段
階
で
、
ど
の
よ
う
に
事
業
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

グ
ル
ー
プ
と
し
て
学
習
し
、
ま
た
参
加
し
た
生
産

者
自
身
が
学
習
し
て
い
る
の
か
調
査
し
た
。
と
く

に
、
類
似
す
る
既
存
の
開
発
ス
キ
ー
ム
と
こ
の
Ｏ

Ｖ
Ｏ
Ｐ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
、
参
加
者
は
ど

の
よ
う
に
そ
の
差
を
解
釈
し
位
置
づ
け
て
い
る
の

か
確
認
し
た
。

調
査
の
結
果
、
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ
に
参
加
し
た
各
生
産

者
組
合
は
既
に
何
ら
か
の
形
で
そ
の
地
域
に
展
開

し
て
お
り
、
小
規
模
な
産
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
に
組
織
さ
れ
て
い
た
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

い
く
つ
か
の
小
規
模
生
産
者
グ
ル
ー
プ
を
束
ね
る

形
で
新
た
な
生
産
組
合
が
組
織
さ
れ
て
い
た
。
そ

こ
で
既
に
生
産
が
進
ん
で
い
る
産
品
を
さ
ら
に
製

粉
し
た
り
、
搾
油
し
た
り
、
パ
ッ
ク
詰
め
に
し
た

り
と
何
ら
か
の
加
工
を
し
て
、
付
加
価
値
を
高
め

よ
う
と
す
る
事
業
計
画
に
対
し
て
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ
に
よ

る
固
定
資
金
支
援
が
付
与
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、

あ
る
程
度
、
地
域
資
源
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
す
で
に

試
さ
れ
て
軌
道
に
乗
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
付
加
価

値
を
つ
け
さ
せ
る
た
め
の
固
定
投
資
（
融
資
）
を

実
施
し
て
い
た
。
事
業
開
始
に
あ
た
っ
て
は
、
地

域
資
源
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
地
域
振
興
に
か
か
わ

る
生
産
者
や
リ
ー
ダ
ー
が
十
分
に
吟
味
し
、
比
較

優
位
性
を
確
立
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
、
そ
こ

に
地
域
振
興
が
ロ
ー
カ
ル
に
根
付
く
鍵
が
あ
る
と

思
わ
れ
、
今
後
は
そ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
の
十
分

な
確
認
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

各
地
の
生
産
組
合
で
は
価
値
を
付
加
す
る
た
め

の
技
術
情
報
が
限
ら
れ
、
面
談
調
査
に
よ
る
と
、

木
工
組
合
を
除
き
マ
ラ
ウ
イ
産
業
調
査
訓
練
セ
ン

タ
ー
（
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
）
な
ど
外
部
機
関
が
提
供
す

る
職
業
訓
練
に
依
存
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
こ
の

職
業
訓
練
で
は
、
個
人
が
ジ
ャ
ム
加
工
や
陶
芸
な

ど
三
八
科
目
の
中
か
ら
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
て
、
多
く
の
場
合
、
こ
の
職
業
訓
練
の
場
が

同
業
者
グ
ル
ー
プ
の
組
織
形
成
の
き
っ
か
け
を
提

供
し
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
、
近
隣
居
住
者
の
グ
ル

ー
プ
で
生
産
組
合
を
組
織
し
て
い
る
ケ
ー
ス
で
は
、

グ
ル
ー
プ
内
に
異
種
の
ス
キ
ル
が
存
在
す
る
か
、

異
種
の
職
業
訓
練
修
了
者
が
い
て
も
、
メ
ン
バ
ー

間
の
協
議
で
調
整
さ
れ
、
事
業
の
業
種
が
絞
ら
れ

て
い
た
。
事
前
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は

曖
昧
な
傾
向
が
強
く
、
生
産
量
も
安
定
し
て
い
な

い
事
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、

職
業
訓
練
コ
ー
ス
の
選
択
科
目
の
範
囲
で
し
か
、

地
域
資
源
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
検
討
し
て
い
な
い

グ
ル
ー
プ
も
多
く
、
そ
の
点
で
も
今
後
は
運
動
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
の
学
習
を
重
ね
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

●
融
資
事
業
と
し
て
の
側
面

面
談
調
査
で
得
た
回
答
で
は
、「
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ
で

は
こ
の
機
材
を
得
て
…
」
と
い
う
説
明
が
共
通
し
、

そ
の
よ
う
に
回
答
し
た
生
産
組
合
で
は
、
搾
油
装

置
や
滅
菌
装
置
、
簡
易
パ
ン
焼
き
オ
ー
ブ
ン
な
ど

の
固
定
投
資
費
を
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ
資
金
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

場
合
は
供
与
、
マ
ラ
ウ
イ
政
府
の
場
合
は
低
利
融

資
）
で
得
て
い
た
。
筆
者
が
面
談
し
た
グ
ル
ー
プ

スーパーゴール
コミュニティのエンパワーメントを通じた貧困削減を達成する。

上位目標
地域で利用可能なリソースを使って、比較優位のある高品質製品・サービスの提供が行われる。

プロジェクト目標
一村一品事務局をはじめ、コミュニティや住民の自主努力を支えるための実施体制の確立と人的資源の向上が図られる。

成果
１．一村一品事務局及びプロジェクト運営体制（Plan, Do & See) が確立され、プロジェクトが機能的に運営される。 
２．研修実施によって、組織の運営管理をはじめとする OVOP 推進のノウハウや能力の向上が図られる。
３．一村一品運動の中で、Good Practice となるようなモデルケースが実施される。
４．一村一品運動に係る情報が関係者で共有され、また運動のコンセプトや進捗状況が正確に理解される。

表 2　JICA マラウイ一村一品運動のための制度構築と人材育成プロジェクトにおいて設定された目標

（出所）マラウイ OVOP 事務局「PDM 日本語版　マラウイ一村一品運動のための制度構築と人材育成プロジェクト」案、2005 年。

2003 年 地域 メンバー数 支援金額
きのこ生産 リロングウェ 44（女 24） 600 千円
野菜栽培 リロングウェ 120（女 65） 400 千円
干魚加工 サリマ 28（女 28） 700 千円
牛乳直販 チョロ 500（女 275） 1,600 千円
2004 年
植物油脂精製 ブランタイヤ 22（女 15） 606 千円
野菜加工 チョロ 600（女 300） 30 千円
養蜂 ムランジェ 70（女 35） 40 千円
農産品加工 リロングウェ 80（女 40） 291 千円
精米 カロンガ 500（女 250） 500 千円
総計 1,964（女 1,004） 4,767 千円

表 3　JICA によるOVOP資金供与プロジェクト

（出所）OVOP 事務局所蔵資料。
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を
含
む
い
く
つ
か
の
生
産
者
組
合
を
二
○
○
五
年

八
月
に
調
査
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
報
告
で
は
、
こ
れ

ら
既
存
事
業
で
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
予
測
が
不
十

分
で
、
販
促
も
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
感
想
が
共

通
す
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
す
る
と
、
マ
ラ
ウ
イ
に

お
け
る
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ
は
事
務
局
が
地
域
社
会
運
動
と

し
て
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲
げ
て
い
る
が
、
今
後
、

低
金
利
の
融
資
事
業
と
結
び
つ
い
た
一
村
一
品
開

発
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
確
か
に
マ
ラ
ウ
イ
で
は
農
村
金
融
が
絶
対

的
に
不
足
し
て
い
て
、
成
長
へ
の
最
大
の
ネ
ッ
ク

は
ロ
ー
ン
ス
キ
ー
ム
の
拡
大
に
あ
る
こ
と
で
は
広

く
意
見
が
一
致
し
て
い
る
。
マ
ラ
ウ
イ
で
の
市
中

金
利
は
イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
レ
ー
ト
で
二
五
％
、
マ

イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で
は
三
○
％
前
後
が
課
さ

れ
て
い
て
、
そ
こ
に
現
れ
た
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ
に
よ
る
新

ス
キ
ー
ム
は
金
利
が
年
一
五
％
と
実
質
的
に
は
補

助
金
付
き
の
融
資
制
度
で
、
ま
た
融
資
の
規
模
も

既
存
の
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
比
べ
大
き
い
。

Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ
事
務
局
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
事
業
提
案

は
小
規
模
生
産
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
も
の
ば
か
り
で
、

単
発
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
多
く
、
既
存
の
生
産

組
織
の
経
営
規
模
を
拡
大
し
た
り
、
空
間
的
な
ひ

ろ
が
り
に
よ
っ
て
産
地
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
な
地

域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
的
な
展
開
へ
向
か
う
見
通
し

は
厳
し
い
。

こ
の
よ
う
に
地
域
社
会
運
動
の
提
案
が
低
利
融

資
事
業
の
性
格
を
強
め
て
い
る
状
況
に
は
、
マ
ラ

ウ
イ
政
府
に
よ
る
政
治
的
な
導
入
決
定
が
影
響
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
マ
ラ

ウ
イ
へ
の
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ
の
紹
介
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
大
分

県
が
地
道
に
進
め
て
き
た
一
方
で
、
マ
ラ
ウ
イ
政

府
が
導
入
を
決
め
た
の
は
二
○
○
三
年
一
一
月
で
、

こ
れ
は
翌
年
に
総
選
挙
を
ひ
か
え
た
時
期
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
は
大
統
領
命
に
よ
り
、
早
急
な
案
件

形
成
が
各
県
の
地
域
振
興
行
政
官
事
務
所
に
通
達

さ
れ
、
選
挙
前
の
段
階
で
拙
速
に
案
件
形
成
が
進

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
支
援
の
動
き
と
は
別
に
、
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ

の
事
務
局
が
二
○
○
三
年
末
の
発
足
当
初
は
、
首

都
で
は
な
い
が
人
口
比
重
の
高
い
南
部
の
都
市
ブ

ラ
ン
タ
イ
ヤ
に
置
か
れ
た
こ
と
に
も
政
治
的
な
南

部
対
策
と
し
て
の
要
因
が
働
い
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
地
域
振
興
が
政
治
的
に
使
わ

れ
て
い
る
の
は
マ
ラ
ウ
イ
農
村
開
発
基
金
（
Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
）
の
置
か
れ
た
状
況
と
も
共
通
し
て
い

る
。
政
治
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
が
利

用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

申
請
用
紙
が
立
候
補
者
や
地
域
政
治
家
に
よ
っ
て

配
布
さ
れ
て
い
る
状
況
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
り
、

実
際
の
資
金
配
分
が
特
定
の
政
党
支
持
者
に
よ
る

生
産
者
グ
ル
ー
プ
に
偏
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
に

も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
作
り
出
し
た
要
因
は
地
域

振
興
の
受
け
手
側
、
つ
ま
り
村
々
や
生
産
者
グ
ル

ー
プ
に
も
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
地
域
振
興
の

定
着
と
持
続
に
は
受
け
手
側
の
責
任
の
も
と
に
、

産
品
の
選
択
や
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
技
術
開
発
、

運
動
拡
大
へ
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
国

民
の
六
五
％
以
上
が
貧
困
ラ
イ
ン
以
下
の
水
準
に

あ
り
、
絶
対
的
貧
困
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
下
で

は
、
地
域
に
根
ざ
し
て
、
じ
っ
く
り
と
運
動
を
続

け
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
余
裕
が
な
か
な
か
芽
生

え
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
首
都
近
郊
サ
リ
マ
村

の
干
し
魚
加
工
グ
ル
ー
プ
で
は
、
融
資
申
請
後
、

事
業
決
定
を
待
て
な
か
っ
た
男
性
グ
ル
ー
プ
が
脱

退
し
、
構
成
員
が
半
減
し
て
い
る
。
受
け
手
で
あ

る
地
域
側
が
相
応
の
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い

と
い
う
重
要
な
部
分
の
理
解
が
欠
け
て
い
て
、
理

解
の
し
や
す
い
低
利
融
資
の
知
識
だ
け
が
伝
わ
っ

て
い
る
状
況
に
も
、
政
治
的
決
断
に
よ
る
拙
速
な

導
入
の
弊
害
が
み
え
る
。

最
近
、
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ
に
関
心
を
示
し
て
い
る
サ
ブ

サ
ハ
ラ
諸
国
の
多
く
に
お
い
て
は
、
拙
速
に
進
め

ら
れ
て
い
る
地
方
分
権
化
と
政
治
参
加
の
推
進
の

な
か
で
、
有
効
な
地
方
財
政
基
盤
を
構
築
で
き
て

い
な
い
。
地
域
と
い
う
枠
で
の
貧
困
削
減
や
開
発

計
画
の
コ
ン
セ
プ
ト
す
ら
存
在
し
な
い
状
況
に
あ

る
。
そ
う
な
る
と
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
し
て
マ
ラ
ウ

イ
の
例
に
な
ら
い
、
他
の
サ
ブ
サ
ハ
ラ
諸
国
に
お

い
て
も
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ
は
補
助
金
付
き
の
低
利
融
資
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
を

回
避
す
る
た
め
に
は
、
コ
ン
セ
プ
ト
の
普
及
活
動

の
拡
充
と
そ
れ
を
説
明
す
る
よ
う
な
グ
ッ
ド
・
プ

ラ
ク
テ
ィ
ス
の
上
手
な
活
用
、
場
合
に
よ
っ
て
は

タ
イ
な
ど
の
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
て
普
及
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
を
通
し
て
地
域
社
会
運
動

体
と
し
て
生
産
者
グ
ル
ー
プ
を
強
化
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

（ 

よ
し
だ　

え
い
い
ち
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

ミトンドゥ村の生産者
グループとその産品で
ある食料油（筆者撮
影）

サリマ村の干し魚加工
場（筆者撮影）
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